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回次
第95期

中間会計期間
第96期

中間会計期間
第95期

会計期間
自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2023年４月１日
至2024年３月31日

完成工事高 （千円） 9,268,155 9,291,343 19,695,035

経常利益 （千円） 863,462 252,083 1,438,245

中間（当期）純利益 （千円） 609,467 260,084 898,115

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 5,178,712 5,178,712 5,178,712

発行済株式総数 （千株） 2,237 2,237 2,237

純資産額 （千円） 20,139,794 20,596,975 20,908,219

総資産額 （千円） 26,755,083 27,842,542 30,000,124

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 100.19 42.66 147.58

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 50.0 75.0 150.0

自己資本比率 （％） 75.3 74.0 69.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 917,667 266,789 △66,236

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △45,455 68,832 △174,488

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,901,753 △201,966 △503,669

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 1,856,537 2,275,339 2,141,684

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。

４．2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間（当期）純利益を算定しております。

５．2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。１株当たり配当額につき

ましては、当該株式分割前の金額を記載しております。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

当中間会計期間におけるわが国経済は、頻発する自然災害や物価高・コスト高・人手不足という悪材料はあったも

のの、インバウンド需要の増加や価格転嫁の進展により、景気は緩やかに回復傾向が続きました。一方で、海外景気

の下振れや、不安定な国際情勢、金融・資本市場の変動等、先行きの不透明さを抱えての推移となりました。

当業界におきましては、橋梁事業・鉄構事業ともに低調に推移した前事業年度からの需要に回復が見られず、厳し

い受注環境が継続しています。特に新設橋梁の発注量は前事業年度から更に減少することが予想され、熾烈な受注競

争が続きました。鉄構事業は首都圏での大型再開発案件、関西地区のＩＲ関連事業等の潜在需要があるものの、建設

コストの高騰や人手不足に伴う工期遅延や設計の見直しの動きが顕在化し、仕事量確保に向けて受注価格の下落も散

見されました。

このような厳しい状況のもとで当社は、受注の確保が最重要課題として取り組み、限られた経営資源を効率的に活

用した営業活動を展開いたしました。橋梁事業・鉄構事業ともに前年同期を上回る受注を確保いたしましたが、採算

面では厳しい案件も含まれており、業績に影を落とす結果となりました。

損益面では、生産体制の見直しによる鉄構事業の採算改善がありましたが、影響は限定的であり、前事業年度及び

当中間会計期間の橋梁事業の受注高低迷による工場の稼働率低下、予想を上回る原価高、採算性に劣る新規受注案件

の影響等により、前年同期を大きく下回る結果となりました。

当中間会計期間の経営成績は、売上高9,291,343千円（前年同期比0.3％増）、営業利益176,161千円（前年同期比

77.4％減）、経常利益252,083千円（前年同期比70.8％減）、中間純利益260,084千円（前年同期比57.3％減）であり

ます。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　橋梁事業

橋梁事業における当中間会計期間の売上高は6,547,328千円（前年同期比13.0％減）、セグメント利益は94,095

千円（前年同期比90.8％減）となりました。また、当中間会計期間の受注高は5,184,928千円（前年同期比19.6％

増）となり、当中間会計期間末の受注残高は14,427,530千円（前年同期比18.0％減）となりました。

②　鉄構事業

鉄構事業における当中間会計期間の売上高は2,744,014千円（前年同期比57.4％増）、セグメント利益は82,066

千円（前年同期はセグメント損失238,975千円）となりました。また、当中間会計期間の受注高は1,519,969千円

（前年同期比269.4％増）となり、当中間会計期間末の受注残高は5,252,037千円（前年同期比0.8％増）となりま

した。

当中間会計期間末の総資産は、27,842,542千円で前事業年度末比2,157,581千円の減少となりました。主な要因は

受取手形・完成工事未収入金及び投資有価証券の減少であります。負債は、前事業年度末比1,846,337千円減少し、

7,245,566千円となりました。主な要因は支払手形・工事未払金及び未成工事受入金の減少であります。純資産は利

益剰余金の増加とその他有価証券評価差額金の減少により、前事業年度末比311,244千円減少し、20,596,975千円と

なりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は2,275,339千円となり、前事業年度末

と比較し133,654千円の増加となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は266,789千円（前年同期比70.9％減）となりました。これは主に税引前中間純利益

の計上、売上債権の減少及び仕入債務の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は68,832千円（前年同期は45,455千円の使用）となりました。これは主に投資有価証

券の売却及び償還による収入が、投資有価証券の取得による支出及び有形固定資産の取得による支出を上回ったため

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金201,966千円（前年同期比89.4％減）は主に配当金の支払いによるものであります。

金利上昇に備え、長期借入金を10億円調達しましたが、短期借入金は同額減少しております。

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

（4）経営方針・経営戦略等

　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

（5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

（6）研究開発活動

　当中間会計期間における研究開発活動の金額は、20,876千円であります。

　なお、当中間会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

- 3 -
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,560,000

計 6,560,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

　（注）2024年８月30日開催の取締役会決議により、2024年10月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行可能

株式総数は13,120,000株増加し、19,680,000株となっております。

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
　（2024年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,237,586 6,712,758
東京証券取引所

スタンダード市場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元株式数100株

計 2,237,586 6,712,758 － －

②【発行済株式】

　（注）2024年８月30日開催の取締役会決議により、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行

い、発行済株式総数は4,475,172株増加し、6,712,758株となっております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年４月１日～

2024年９月30日
－ 2,237,586 － 5,178,712 － 4,608,706

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　（注）2024年８月30日開催の取締役会決議により、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行

い、発行済株式総数は4,475,172株増加し、6,712,758株となっております。
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2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

BLACK CLOVER LIMITED

（常任代理人　フィリップ

証券㈱）

SERTUS CHAMBERS, 2NDF, THEQUARDTANT, 

P.O. 334, SYC

（東京都中央区日本橋兜町４－２）

189 9.29

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 113 5.58

神吉利郎 奈良県天理市 100 4.92

株式会社奥村組 大阪市阿倍野区松崎町２丁目２－２ 88 4.36

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 東京都中央区日本橋１丁目４－１ 81 3.97

株式会社紀陽銀行 和歌山県和歌山市本町１丁目35番地 58 2.87

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 50 2.46

東海鋼材工業株式会社 愛知県海部郡飛島村金岡47番地 48 2.40

日本マスタートラスト信託

銀行株式会社（信託口）
東京都港区赤坂１丁目８番１号 43 2.13

興亜株式会社 大阪市北区茶屋町１－32 41 2.02

計 － 815 40.04

（５）【大株主の状況】

　（注）１．当社は、自己株式を201,688株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

２．2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりますが、上記所有株式数につ

いては、当該株式分割前の所有株式数を記載しております。

３．発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切捨てて表示

しております。

４．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、

12千株であります。
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2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 201,600 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,025,500 20,255 同上

単元未満株式 普通株式 10,486 － －

発行済株式総数 2,237,586 － －

総株主の議決権 － 20,255 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　（注）2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりますが、上記株式数については、当

該株式分割前の株式数を記載しております。

2024年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

高田機工株式会社
大阪市浪速区難波中

２丁目10番70号
201,600 － 201,600 9.01

計 － 201,600 － 201,600 9.01

②【自己株式等】

　（注）2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりますが、上記株式数については、当

該株式分割前の株式数を記載しております。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載

しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日

まで）に係る中間財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。

３．中間連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当中間会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,141,684 2,275,339

受取手形・完成工事未収入金 14,048,523 12,247,742

未成工事支出金 95,884 57,228

材料貯蔵品 22,037 26,315

その他 264,903 115,245

貸倒引当金 △41,200 △35,500

流動資産合計 16,531,833 14,686,372

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 5,213,608 5,279,620

減価償却累計額 △3,729,806 △3,756,844

建物・構築物（純額） 1,483,801 1,522,776

機械・運搬具 5,175,696 5,224,412

減価償却累計額 △4,396,846 △4,461,454

機械・運搬具（純額） 778,850 762,957

土地 5,299,693 5,299,693

その他 989,398 1,027,059

減価償却累計額 △878,671 △894,580

その他（純額） 110,726 132,478

有形固定資産合計 7,673,071 7,717,906

無形固定資産

ソフトウエア 11,104 14,525

その他 8,578 54,378

無形固定資産合計 19,683 68,904

投資その他の資産

投資有価証券 4,944,006 4,460,153

従業員に対する長期貸付金 8,276 7,130

前払年金費用 414,665 448,666

その他 473,428 518,250

貸倒引当金 △64,840 △64,840

投資その他の資産合計 5,775,536 5,369,359

固定資産合計 13,468,291 13,156,170

資産合計 30,000,124 27,842,542

１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当中間会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 ※ 2,306,854 1,307,699

短期借入金 4,600,000 3,600,000

未払法人税等 391,270 81,639

未成工事受入金 433,391 134,621

賞与引当金 249,985 258,335

工事損失引当金 122,968 188,000

撤去損失引当金 89,590 －

その他 393,798 248,113

流動負債合計 8,587,858 5,818,409

固定負債

長期借入金 － 1,000,000

繰延税金負債 386,897 299,826

退職給付引当金 117,148 127,331

固定負債合計 504,046 1,427,157

負債合計 9,091,904 7,245,566

純資産の部

株主資本

資本金 5,178,712 5,178,712

資本剰余金 4,608,911 4,615,016

利益剰余金 9,688,580 9,745,722

自己株式 △581,991 △563,889

株主資本合計 18,894,212 18,975,561

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,014,007 1,621,413

評価・換算差額等合計 2,014,007 1,621,413

純資産合計 20,908,219 20,596,975

負債純資産合計 30,000,124 27,842,542
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（単位：千円）

前中間会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

完成工事高 9,268,155 9,291,343

完成工事原価 7,734,313 8,285,983

完成工事総利益 1,533,841 1,005,360

販売費及び一般管理費

役員報酬 81,101 81,805

従業員給料手当 261,298 305,546

賞与引当金繰入額 55,835 71,150

退職給付引当金繰入額 10,991 9,184

通信交通費 45,901 50,967

雑費 299,074 310,543

販売費及び一般管理費合計 754,202 829,198

営業利益 779,639 176,161

営業外収益

受取利息 4,003 4,979

受取配当金 66,226 68,140

投資有価証券売却益 28,388 －

その他 24,146 21,581

営業外収益合計 122,765 94,702

営業外費用

支払利息 11,833 13,502

投資有価証券売却損 18,822 －

その他 8,285 5,277

営業外費用合計 38,942 18,779

経常利益 863,462 252,083

特別利益

投資有価証券売却益 － 121,978

特別利益合計 － 121,978

税引前中間純利益 863,462 374,062

法人税、住民税及び事業税 193,090 76,538

法人税等調整額 60,903 37,439

法人税等合計 253,994 113,978

中間純利益 609,467 260,084

（２）【中間損益計算書】
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（単位：千円）

前中間会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 863,462 374,062

減価償却費 147,123 138,244

貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 △5,700

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,990 8,350

工事損失引当金の増減額（△は減少） △156,757 65,032

撤去損失引当金の増減額（△は減少） － △89,590

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,564 10,183

前払年金費用の増減額（△は増加） △19,174 △34,000

受取利息及び受取配当金 △70,230 △73,120

支払利息 11,833 13,502

投資有価証券売却損益（△は益） △9,566 △121,978

固定資産除却損 41 1,401

売上債権の増減額（△は増加） 124,155 1,800,780

未成工事支出金の増減額（△は増加） △38,114 38,655

仕入債務の増減額（△は減少） △376,566 △999,154

未成工事受入金の増減額（△は減少） 266,357 △298,770

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,953 3,164

その他の流動負債の増減額（△は減少） 114,816 △235,628

その他 12,945 △13,059

小計 871,754 582,374

利息及び配当金の受取額 70,208 73,119

利息の支払額 △11,026 △15,349

法人税等の支払額 △13,269 △373,355

営業活動によるキャッシュ・フロー 917,667 266,789

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △4,222 △107,171

投資有価証券の売却及び償還による収入 105,621 364,238

有形固定資産の取得による支出 △142,346 △100,179

無形固定資産の取得による支出 △4,509 △52,055

敷金の差入による支出 － △36,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,455 68,832

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,800,000 △1,000,000

長期借入れによる収入 － 1,000,000

配当金の支払額 △101,336 △201,896

自己株式の取得による支出 △416 △70

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,901,753 △201,966

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,029,542 133,654

現金及び現金同等物の期首残高 2,886,079 2,141,684

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,856,537 ※ 2,275,339

（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】
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前事業年度
（2024年３月31日）

当中間会計期間
（2024年９月30日）

支払手形 466,740千円 －千円

【注記事項】

（中間貸借対照表関係）

※　中間会計期間末日満期手形

中間会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、前事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形を満期日に決済が行われたものとし

て処理しております。

前中間会計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

当中間会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

現金預金 1,856,537千円 2,275,339千円

現金及び現金同等物 1,856,537千円 2,275,339千円

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日

定時株主総会
普通株式 101,312 50.0 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月10日

取締役会
普通株式 101,475 50.0 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月26日

定時株主総会
普通株式 202,941 100.0 2024年３月31日 2024年６月27日 利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月８日

取締役会
普通株式 152,692 75.0 2024年９月30日 2024年12月２日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

１．配当金支払額

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

Ⅱ　当中間会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

１．配当金支払額

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間末後となるもの

　（注）2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。「１株当たり配当額」につき

ましては、当該株式分割前の金額を記載しております。
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（単位：千円）

橋梁事業 鉄構事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 7,524,305 1,743,849 9,268,155

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 7,524,305 1,743,849 9,268,155

セグメント利益又は損失（△） 1,018,614 △238,975 779,639

（単位：千円）

橋梁事業 鉄構事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 6,547,328 2,744,014 9,291,343

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 6,547,328 2,744,014 9,291,343

セグメント利益 94,095 82,066 176,161

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）　セグメント利益又は損失の合計額は、中間損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当中間会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）　セグメント利益の合計額は、中間損益計算書の営業利益と一致しております。

- 13 -

2024/11/13 16:37:55／24150818_高田機工株式会社_第２四半期報告書



橋梁事業 鉄構事業 合計

顧客の種類

官公庁 6,529,138 － 6,529,138

その他 995,167 1,743,849 2,739,016

計 7,524,305 1,743,849 9,268,155

収益認識の時期

一時点で移転される財 108,368 78,175 186,543

一定の期間にわたり移転される財 7,415,937 1,665,674 9,081,612

計 7,524,305 1,743,849 9,268,155

橋梁事業 鉄構事業 合計

顧客の種類

官公庁 5,550,185 － 5,550,185

その他 997,143 2,744,014 3,741,158

計 6,547,328 2,744,014 9,291,343

収益認識の時期

一時点で移転される財 28,789 45,180 73,969

一定の期間にわたり移転される財 6,518,539 2,698,834 9,217,374

計 6,547,328 2,744,014 9,291,343

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社における事業を顧客の種類別及び収益認識の時期別に分解した場合の内訳は、以下のとおりであります。

なお、その他の収益はありません。

Ⅰ　前中間会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：千円）

Ⅱ　当中間会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：千円）
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前中間会計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

当中間会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

１株当たり中間純利益（円） 100.19 42.66

（算定上の基礎）

中間純利益（千円） 609,467 260,084

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益（千円） 609,467 260,084

普通株式の期中平均株式数（株） 6,082,950 6,096,594

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり中間純利益を算定しております。

（重要な後発事象）

（株式分割について）

　当社は、2024年８月30日開催の取締役会決議に基づき、以下のとおり株式分割を行っております。

（1）株式分割の目的

　投資単位当たりの金額を引き下げることにより、当社株式の流動性を向上させるとともに、投資家層の拡大

を図ることを目的としております。

（2）株式分割の概要

①　分割の方法

2024年９月30日を基準日として、同日の最終株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式１

株につき、３株の割合をもって分割しております。

②　分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　　　　 2,237,586株

今回の分割により増加する株式数　　　　 4,475,172株

株式分割後の発行済株式総数　　　　　　 6,712,758株

株式分割後の発行可能株式総数　　　　　19,680,000株

③　株式分割の日程

基準日公告日　　　　2024年９月13日

基準日　　　　　　　2024年９月30日

効力発生日　　　　　2024年10月１日

（3）１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響については、当該箇所に記載しております。
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２【その他】

　2024年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………152,692千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………75円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2024年12月２日

（注）１．2024年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

２．「１株当たりの金額」については、基準日が2024年９月30日であるため、2024年10月１日付の株式分割

前の金額を記載しております。

- 16 -
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

- 17 -
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独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年11月12日

高田機工株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 東浦　隆晴

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 西　　芳範

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
高田機工株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日までの第96期事業年度の中間会計期間（2024年
４月１日から2024年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算
書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。
　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥
当と認められる企業会計の基準に準拠して、高田機工株式会社の2024年９月30日現在の財政状態並びに
同日をもって終了する中間会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない
と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ
ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにお
ける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従っ
て、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸
表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務
諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成すること
が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。

中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立
場から中間財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー
の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の

期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な

不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国
において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさ
せる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め
られる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重
要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対して限定付結
論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに
入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる
可能性がある。

・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間
財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示して
いないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュ
ー上の重要な発見事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
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